
令和７年度 事業評価一覧表（ソフト事業－拡大）

生活環境課 社会生活基盤の整備 浄化槽設置整備事業

生活排水による公共用水域の水質汚
濁を防止するため、合併浄化槽の普
及促進を図り、生活排水処理率を向
上させる。

市民、設置工事施
工業者

設置基数（人口普及率）
R4年度　327基(49.9％)
R5年度　300基(49.2％)
R6年度　300基(51.2％)

設置基数（人口普及率）
R4年度　271基(48.1％)
R5年度　245基(49.8％)
R6年度　230基(51.5％)

スポーツ振興課
スポーツ施設等の充
実

体育スポーツ振興補助事業

予選会等を経て、県大会以上の上位
大会へ出場する選手等への旅費等を
一部助成する。
令和8年度から休日の部活動を地域
へ移行・展開することを目指し、令
和7年度から準備を進めている。
＜交付基準＞
五島市内に在住する市民が選手・監
督等として、国際大会、全国大会、
九州大会又は長崎県大会に予選会を
経て出場する場合に、その参加旅費
の一部を助成する。
補助率・額：五島市職員等の旅費支
給条例の規定による旅費支給額から
日当の額を控除した額に補助率（国
際・全国75％、九州60％、県45％）
をかけた額を上限とする。

市内の競技団
体・個人

助成団体
65団体
助成人数
400人

助成団体
R4年度　31団体
R5年度　45団体
R6年度　57団体
助成人数
R4年度　249人
R5年度　332人
R6年度　327人

担当課 重点区分 事務事業名 事業内容
受益者、
関係者等

目標 実績

（単位：千円）

決算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

今後の
方向性

左の方向性の理由

146,508

国費
48,008千円

県費
40,760千円
過疎ハード
8,300千円

179,384

国費
80,767千円

県費
46,977千円
過疎ハード
17,800千円

145,330

国費
63,590千円

県費
40,760千円
過疎ハード
18,100千円

拡大

平成26年度から補助額を嵩上げした効果により、年々
普及率が増加している。予算の確保は市議会がR8年度
予算編成に関する要望決議で求めている事項であるこ
とから、R8年度は、老朽化した合併浄化槽の更新費用
についても補助対象に含め、市内の汚水処理未普及解
消につなげ、生活排水対策に努める。

3,853
過疎債

3,800千円
4,500

過疎債
4,500千円

18,000
ふるさとづく
り基金繰入金
18,000千円

拡大

部活動から地域クラブへの移行に伴い、補助金の予算
を増額する必要がある。離島のハンデである交通費を
軽減することで、経済的な負担を理由に参加を辞退す
ることを防ぐことができる。

令和6年度 令和7年度 財政課評価令和8年度



令和７年度 事業評価一覧表（ソフト事業－縮小）

地域協働課
地域コミュニティの
維持・活性化

地域の絆再生事業

住民同士が互いに支え合う「地域の
絆」の再生を図るとともに、市民力
を結集し、地域の特性を活かしたま
ちづくりを推進するため、地域の絆
再生事業を行うまちづくり協議会に
対して、五島市地域の絆再生事業交
付金を交付する。
＜交付基準＞
対象経費（報償費、旅費、需用費、
役務費、委託料、使用料及び賃借
料、原材料費、備品購入費、補助
金、その他の経費）補助率　10/10

受益者：五島市民
利害関係者：住民
主体のまちづくり
協議会
関連団体：町内
会、各コミュニ
ティ団体、NPO法
人、企業等

地域課題解決、活性化

R4～もやい場（奈留まち協）
R4～山内特産物祭りごろっと
（岐宿まち協山内支部）
R6～子ども食堂（富江まち協）

地域協働課 受入体制の整備
ＵＩターン促進事業（空き家活
用促進事業補助金）

空き家をリフォームする経費及び家
財処分費等の一部を助成し、移住者
の定住環境を整備することで移住定
住促進を図る。
＜交付基準＞
空き家のリフォーム経費の補助率
1/2、移住者（上限）50万円、所有
者（上限）100万円
家財処分費の補助率1/2、上限20万
円

受益者：ＵＩター
ン者、市民
利害関係者：地
域、企業（求
人）、不動産業者
関連団体等：長崎
県、ながさき移住
サポートセン
ター、ふるさと回
帰支援センター、
空き家マッチング
研究所

R11までに移住者年間300
人

ＵＩターン者数
R4年度　252人
R5年度　272人
R6年度　222人
R7.10月時点で160人

スポーツ振興課 誘致活動の強化 スポーツ交流人口拡大推進事業

市外の学校や実業団などのスポーツ
合宿を誘致し、市内スポーツ団体と
の合同練習により高い技術力を直接
見る機会を設け技術力向上を図ると
ともに、スポーツによる交流人口の
拡大と地域経済の活性化を図る。
＜交付基準＞
2,000円/泊（児童の場合は1,000円/
泊）+移動に要する費用1,000円/人
（上限10万円）
※助成額や上限額は、合宿団体に
よって異なる。

スポーツ合宿団
体、市内競技団
体、スポーツ愛
好者、市内宿泊
施設業者、観光
事業者

スポーツ合宿延べ団体数
R4年度　128団体
R5年度　130団体
R6年度　130団体
スポーツ合宿延べ宿泊数
R4年度　4,720泊
R5年度　4,800泊
R6年度　4,800泊

スポーツ合宿延べ団体数
R4年度　76団体
R5年度　61団体
R6年度　78団体
スポーツ合宿延べ宿泊数
R4年度　3,568泊
R5年度　2,946泊
R6年度　3,420泊

教育総務課
郷土愛を育み学びの
質を高めるための環
境整備

スクールバス運行事業

通学距離が遠距離である児童生徒及
び保護者の負担軽減を図り、義務教
育の円滑な実施を図る。
福江小中・玉之浦小中・三井楽小・
岐宿小中・久賀中

運行地区に居住
する児童生徒及び
保護者、バス運行
会社

利用児童数
R4年度　138人
R5年度　147人
R6年度　164人
利用生徒数
R4年度　41人
R5年度　39人
R6年度　32人

利用児童数
R4年度　138人
R5年度　147人
R6年度　164人
利用生徒数
R4年度　41人
R5年度　39人
R6年度　32人

担当課 重点区分 事務事業名 事業内容
受益者、
関係者等

目標 実績

（単位：千円）

決算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

今後の
方向性

左の方向性の理由

37,758
過疎債

37,700千円
42,722

過疎債
42,700千円

40,000
過疎債

40,000千円
縮小

実績および今後の人口減少を踏まえ、予算規模を縮小
した。地域まちづくり協議会（まち協）にも、限られ
た予算の中で事業を進めていただくよう指導していく
こととした。

9,284
国費

275千円
18,000

国費
8,250千円

12,000
国費

5,850千円
縮小

改修が進んだことや改修業者の対応可能件数などを踏
まえ、実績に沿った予算措置とした。

11,915 国費1/2 18,000 国費1/2 12,000
ふるさとづく
り基金繰入金
12,000千円

縮小

スポーツ合宿を誘致することで、競技力の向上や交流
人口の拡大を図るための事業であり、事業の必要性を
認める。ただし、予算は例年の決算額に基づき措置す
る。

75,229 財源なし 85,312 財源なし 81,947 財源なし 縮小

児童生徒の減少に伴い、今後も学校統廃合が予想され
るため、遠距離となった児童生徒を安全に通学させる
必要がある。
利用者が減少しているスクールバスの運行路線を見直
し、玉之浦地区を3台から2台に減らし、岐宿地区につ
いてはチョイソコの利用に変更するなどして経費の縮
減を図ることとした。今後は、盈進小学校の統廃合に
伴い、スクールバスの増加が見込まれる。

令和6年度 令和7年度 財政課評価令和8年度



令和７年度 事業評価一覧表（その他事業－縮小）

目　的 対象者 効　果

国保健康政策課
玉之浦診療所送迎バス運行委託
料
（国民健康保険特別会計）

玉之浦診療所の診療エリアに居住する通院患者の利便性
の向上を図る。

市民

利用者数、利用日数、1日平均利用者数
R4年度　637人、94日、6.8人
R5年度　499人、92日、5.4人
R6年度　464人、92日、5.0人

スポーツ振興課
スポーツ愛ランド推進事業費補
助金

著名講師を招聘してのスポーツ教室の開催や、スポーツ
イベントの誘致により、スポーツによるまちづくり及び
地域活性化を推進する。
＜交付基準＞
補助対象経費：①県大会以上のスポーツ競技大会の運営
に要する経費　②スポーツを通した夢づくり、健康づく
り及びスポーツ交流人口拡大のために実施する事業に要
する経費
補助率・額：補助対象経費の合計額

スポーツ“愛”
ランド五島推進実行委員
会、スポーツ実施者・観
覧者

大会開催数、スポーツ教室開催数
R4年度　3大会、1教室
R5年度　2大会、2教室
R6年度　2大会、3教室
マラニック大会参加者数
R5年度　178名（市外29名）
R6年度　185名（市外31名）
R7年度　207名（市外30名）

商工雇用政策課 移動販売支援事業費補助金

近隣に店舗が無い、又は店舗から遠隔地であることか
ら、生鮮食料品等の調達が困難な地域において、当該調
達のための手段を確保し地域の商業機能の維持又は拡大
を図る。
＜交付基準＞
車両購入費:補助対象経費の2分の1以内の額、補助限度
額は移動販売車1台あたり2,000千円
移動販売車両の燃料費：補助対象経費の4分の3以内の
額、補助限度額は移動販売車1台あたり500千円

中小企業者、買い物困難
地域の市民

移動販売実施者数
R4年度　2件
R5年度　1件
R6年度　2件

管理課 三井楽地区公園清掃業務委託料 三井楽地区の公園を管理し、市民の健康の増進を図る。 市民
観光客および市民憩いの場として利用することがで
きる。

教育総務課（総
務班）

小学校プール管理運営事業
福江小学校プールの管理を行い、夏休み期間中は一般に
開放する。

児童、市民
利用延べ人数
令和6年度　512人

教育総務課（総
務班）

三井楽給食センター管理運営事
業

衛生管理基準に適した施設の維持管理に努め、児童生徒
に対して地元産の食材を多く利用した安全で安心な給食
を提供する。

児童生徒、保護者

地元産割合
R4年度　32.8％
R5年度　29.1％
R6年度　25.9％

三井楽支所 三井楽万葉まつり事業費補助金

万葉の里として識者からも注目される三井楽地区におい
て、歴史と古代文学を文化の懸け橋として交流人口の拡
大を図るため、三井楽万葉まつりの開催に係る経費を助
成する。
＜交付基準＞
定額（前項に規定する補助対象経費の合計額から参加
料、寄附金、助成金その他これらに類する金銭を差し引
いた額以内）

三井楽万葉まつり実行委
員会、市民、観光客等

参加者数
R4年度　279名
R5年度　268名
R6年度　787名

事 業 名担当課名

事 業 の 概 要

（単位：千円）

決算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

今後の
方向性

左 の 方 向 性 の 理 由

5,170
一般会計
繰入金

5,500
一般会計
繰入金

6,600
一般会計
繰入金

縮小

玉之浦地区は、広範囲に小さな集落が点在し、受診者
のほとんどが高齢者であるため送迎バスで対応してい
る。
新たに購入する10人乗りの車を使用するなど、なるべ
く費用が抑えられるよう令和9年度以降の送迎方法を検
討することとした。

4,731
ふるさとづく
り基金繰入金
3,180千円

4,550
ふるさとづく
り基金繰入金
3,200千円

2,910
ふるさとづく
り基金繰入金
2,150千円

縮小
マラニック大会について、本来の目的である交流人口
の伸び悩みを踏まえ、令和8年度以降は休止することと
した。

2,396
ふるさとづく
り基金繰入金
1,198千円

4,500
国費

2,250千円
3,750

ふるさとづく
り基金繰入金
3,750千円

縮小
燃料費補助については、国が暫定税率を廃止するなど
の措置により、燃料費負担の軽減が期待されることか
ら予算額を見直し、補助金を縮小することとした。

259 財源なし 312 財源なし 241 財源なし 縮小
魚藍観音展望所のトイレは令和8年度の海開き前までに
解体される予定である。解体までの間は支所職員で対
応することとなるため、縮小となる。

4,555 財源なし 4,153 財源なし 1,135 財源なし 縮小

令和8年度から福江小学校以外のプールを閉鎖し、富江
温泉センターおよび市民三井楽プールを活用した授業
を実施することで、修繕費や維持費の削減と教員の負
担軽減を図ることとした。

10,427 財源なし 10,081 財源なし 10,120 財源なし 縮小
令和9年度に嵯峨島中学校が休校することから令和8年
度末をもって三井楽給食センターを廃止し、福江また
は富江へ統合する予定であることから縮小とした。

1,972 財源なし 2,000
ふるさとづく
り基金繰入金
2,000千円

1,200
ふるさとづく
り基金繰入金
1,200千円

縮小
単独での開催を見直し、集客力の向上を図るためタイ
アップ型の開催方式に転換するなど、事業の在り方を
検討することとした。

令和6年度 令和7年度 令和8年度 財政課評価



令和７年度 事業評価一覧表（その他事業－廃止）

目　的 対象者 効　果

商工雇用政策課 コンサルティング業務委託料

就職氷河期世代の就労者などに対しては、キャリアコン
サルティングなどを通じて就労支援を行い、要望に沿っ
た就労につなげる。また、働きたい意思はあるものの働
くことができない女性の就業に関して、伴走型の支援を
実施し、女性人材の掘り起こしを図る。

就職氷河期世代の未就業
者、女性の未就業者

就職者数
【五島市就労支援事業】
R6年度　　　　 5名（正規1名、非正規4名）
R7年度2月時点 31名（正規5名、非正規24名、
　　　　　　　　　　その他2名）
【五島市女性就業支援事業】
R7年度3月時点  6名（その他）

事 業 名担当課名

事 業 の 概 要

（単位：千円）

決算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

今後の
方向性

左 の 方 向 性 の 理 由

3,712
国費

2,784千円
9,839

国費
7,060千円

0 0 廃止

人員不足が慢性化している市内事業所の人材確保及び
人材育成を促進するための新規事業を創設予定である
ため、支援対象者が限定的であり、緊急性が低い、孤
独・孤立対策推進事業及び女性就業支援事業を廃止す
ることとした。

令和6年度 令和7年度 令和8年度 財政課評価



令和７年度 事業評価一覧表（ソフト事業－見直し）

スポーツ振興課
スポーツを通じた地
域振興

五島長崎国際トライアスロン大
会開催事業

全国から集まるトライアスリートの
来島による地域経済の活性化を促進
し、五島市の知名度向上と併せて、
生涯スポーツの振興を図る。

実行委員会、市
民、来島者

市外からの参加者数
R5年度　900人
R6年度　900人
R7年度　788人

市外からの参加者数
R5年度　750人（全体766人）
R6年度　579人（全体595人）
R7年度　573人（全体582人）

商工雇用政策課 経営基盤の強化 戦略産品輸送費支援事業

市内で生産され、本土に出荷される
農水産物等の移出及び当該農水産物
等の原材料等の移入に係る輸送コス
トを軽減することにより、生産者の
生産意欲を喚起し、農水産物等の販
路拡大を図るため、移出入を行う事
業者に対し、五島市輸送コスト支援
事業補助金を交付する。

島外へ移出入を行
う事業者

3カ年平均生産量より5％
増加
R5年度　71,747,130kg
R6年度　79,807,301kg
2カ年度前の事業者から
20％増加
R5年度　17事業者
R6年度　15事業者

3カ年平均生産量より5％増加
R5年度　86,432,830kg
R6年度　87,456,280kg
2カ年度前の事業者から20％増加
R5年度　15事業者
R6年度　17事業者

担当課 重点区分 事務事業名 事業内容
受益者、
関係者等

目標 実績

（単位：千円）

決算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

今後の
方向性

左の方向性の理由

14,092

ふるさとづく
り基金繰入金
9,760千円

企業版ふるさ
と納税寄附金
1,500千円
寄附金

2,832千円

17,300

ふるさとづく
り基金繰入金
14,500千円
寄附金

2,800千円

17,300

ふるさとづく
り基金繰入金
14,600千円
寄附金

2,700千円

見直し

島外から多くの参加者を募り、交流人口の拡大を図
る。ただし、市の負担金をこれ以上増やせないため、
参加費の増額や経費削減による対応を検討する必要が
ある。

42,167 国費6/10 62,680 国費6/10 79,789 国費6/10 見直し

移出入時に発生する海上・航空輸送費は事業者の負担
が大きいため、今後も支援が必要である。補助金の上
限額や補助期間を設定し、より多くの事業者が制度を
活用して商工業の活性化を図る必要がある。
そのため、令和9年度以降の制度の見直しを検討するこ
ととした。

令和6年度 令和7年度 財政課評価令和8年度



令和７年度 事業評価一覧表（ハード事業－見直し）

こども未来課
社会生活基盤の
整備

福江総合福祉保
健センター外部
改修工事

平成11年4月の供用開始から既に25
年以上が経過しており、屋上からの
雨漏りや外壁のひび割れ等の劣化が
見られる。今後も既存施設を安全に
使用していくためには、大規模な改
修が必要となっている。

施設の長寿命化のため、
年次的に施設の改修を行
う。

令和7年度　実施設計1,996千円
令和8年度　改修工事105,100千円
　　　　　・屋上防水
　　　　　・外壁塗装
　　　　　・冷温水機と配管の
　　　　　　更新、取替

今後も既存施設を安全に使用してい
くためには、大規模な改修が必要と
なる。
また、冷温水機による館内の空調
（冷暖房）の効きが悪い状況がある
ため、冷温水機本体および配管の更
新・取り替えを行う必要がある。

文化観光課
持続可能な観光
基盤づくり

魚津ヶ崎公園施
設改修事業

完成から30年以上が経過しており、
シロアリ被害や塩害などによる経年
劣化が著しく、施設の損傷が進んで
いる。安全性の確保と施設の長寿命
化を図るため、野外ステージの改修
工事を実施する。

使用していない倉庫の解
体
屋外ステージ屋根改修工
事
木材の防腐処理

○倉庫2棟解体工事
設計監理225千円、工事2,379千円
○野外ステージ補修工事
設計監理332千円、工事10,975千円

シロアリ被害や塩害等、経年劣化に
よる施設の傷み具合が著しい状況と
なっている。イベント開催や利用者
が増えてきているため、野外ステー
ジを改修することで利用者の安全性
の確保及び施設の長寿命化を図るこ
とができ、集客にもつながるため、
早急な整備が必要である。

教育総務課
ゼロカーボンシ
ティプロジェク
ト

地区公民館照明
LED化改修事業

地球温暖化が進み脱炭素が必要に
なった現状等を背景に、2027年末に
蛍光灯の製造等が中止となるため、
公共施設の照明設備を省エネ効果の
あるＬＥＤ化に改修する。

5地区公民館LED化工事
緑丘、奥浦、崎山、久賀
島、椛島
・設計監理：418千円×5
館＝2,090千円
・工事費：23,521千円
※設計監理・工事費合計
25,611千円

令和8年度　設計、工事

2027年末に蛍光灯の製造等が中止と
なるため、公共施設の照明設備を省
エネ効果のあるＬＥＤ化に改修す
る。一括して交換することで経費の
低廉化、また早い時期に施工するこ
とにより電気代等費用の削減につな
がる。

教育総務課
社会生活基盤の
整備

三井楽町公民館
屋上防水・外壁
改修工事

塩害による建物劣化により、雨漏り
被害が拡大しているため、社会教育
施設・指定避難所の安全対策、施設
の長寿命化を行う

雨漏りが発生しているた
め、雨漏り箇所について
業者確認を行ったが、原
因箇所の特定が困難で
あったため、改修工事を
行う。

令和8年度　屋上塗膜防水・外壁
　　　　　 改修工事

雨漏りによる天井の腐食で、穴が開
いている箇所もある。今後、天井の
腐食が継続することで、天井落下の
危険性も考えられる。
地域住民が集まる場所（社会教育施
設、指定避難所）のため、早急な修
繕を必要とする。

教育総務課
社会生活基盤の
整備

三井楽町公民館
空調機取替修繕

1階吹抜け部と2階集会室（ホール）
のエアコン空調設備の一部が故障
し、稼働できていない箇所がある。
過去数年、業者との相談を行ってき
たが、塩害による劣化が著しく、修
理が困難である。

1階吹抜け部：重耐塩害
仕様（天井はめ込み→壁
掛型）　室内機2台
室外機1台
2階集会室：重耐塩害仕
様（天井はめ込み）
室内機2台
室外機1台

令和8年度　空調機取替

三井楽町公民館は、地区住民に利用
される主要な施設であり、社会教育
施設や指定避難所としての役割も併
せ持っている。毎年台風発生の際に
は、住民が多く避難する施設で、空
調管理は住民の快適性と健康の配慮
に必要である。故障により、電力消
費量の増加や冷媒ガスの漏洩など、
環境負荷を高める可能性もある。

担当課 重点区分 事務事業名 事業内容 整備内容 整備計画 重要性・緊急性のある理由

（単位：千円）

決算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

今後の
方向性

左の方向性の理由

0 0 1,996
過疎債

1,900千円
66,769

過疎債
66,700千円

見直し

供用開始から25年が経過しており、経年劣化による雨
漏りや空調機の故障が発生している。市民の方が利用
する場所でもあるため、優先度の高い空調設備の改修
から年次的に行うことで今後も継続して利用できるよ
う適切な維持管理を行っていく。
外壁等改修については、令和10年度実施予定とする。

0 0 0 0
2,604

※倉庫2棟の解
体工事

財源なし 見直し
魚津ヶ崎公園倉庫の解体工事は認めるが、野外ステー
ジ補修工事は利用計画、集客促進計画が不十分である
ため認められない。

0 0 15,983
脱炭素化推進

事業債
14,300千円

19,262
脱炭素化推進

事業債
17,300千円

見直し
指定避難所である緑丘公民館を優先し実施する。椛島
及び久賀島については、令和9年度以降に実施すること
で、予算の平準化を図ることとした。

0 0 0 0 22,670

国費
11,334千円
過疎債

11,300千円

見直し

屋上防水改修工事のみ実施することとした。屋上の防
水塗装については、明らかに劣化しているため屋上全
面塗膜防水工事を実施し、雨漏りが改善するか確認す
ることとした。その後、雨漏りが改善されない場合
は、建物調査を委託し、原因の特定をすることとし
た。

0 0 0 0 0 0 見直し

社会資本整備総合交付金の対象外となったことから、
事業の実施を見送ることとした。必要性や緊急性を再
度見直し必要最低限のものとなるよう計画的に実施す
ることとした。

令和6年度 令和7年度 財政課評価令和8年度



令和７年度 事業評価一覧表（その他事業－見直し）

目　的 対象者 効　果

議会事務局
会議録・五島市議会だより印刷
製本費

【会議録】
各課（局）の一部、支所、国立国会図書館、県議会、地
区公民館等へ40部発行
【五島市議会だより】
各課（室、局）、支所、国立国会図書館、県議会、市公
共施設、市民へ15,000部発行

市民

市政への理解促進
市民参加の促進
透明性の向上
行政サービスの利用促進

議会事務局
ハラスメント相談窓口業務委託
料

五島市議会ハラスメント防止条例を制定するにあたり、
令和7年2月より外部委託による相談窓口を設置してい
る。

市職員、議員
相談件数
R6年度　1件

総務課
電算システム使用料（AIチャッ
トボット、支所・本庁間デジタ
ル相談窓口）

庶務担当者などの事務負担の軽減のため、特に触れる機
会の多い財務事務、契約事務など庁内の問合せに自動で
応答するAIチャットボットの導入および支所窓口で即時
の対応が困難な手続・相談に訪れた市民に本庁職員がオ
ンラインで対応するデジタル窓口を設置する。

市職員、市民

AIチャットボット利用者数
R4年度（10月から）  537人
　　　　　　　　（質問数1,064個）
R5年度　　　　　　  939人
　　　　　　　　（質問数2,002個）
R6年度　　　　　　2,627人
　　　　　　　　（質問数3,835個）
R7年度10月末時点　1,701人
　　　　　　　　（質問数2,100個）
デジタル相談窓口利用者数
R5年度　　　　　　51件
R6年度　　　　　　58件
R7年度11月末時点　31件

未来創造課
クリーンエネルギー利用促進事
業費補助金

電気自動車の普及に向けた支援として、電気自動車の購
入にかかる経費の一部を助成することにより、電気自動
車の普及促進を図り、脱炭素社会の実現に寄与する。
＜交付基準＞
電気自動車1台につき10万円

市民、事業者など
電気自動車購入補助件数
R6年度　　　　　3件
R7年度3月時点　 1件

生活環境課
ごみ散乱防止パトロール業務委
託料

廃棄物の不法投棄を未然に防止するとともに、景観の保
全に努める。

（福江地区）
五島市シルバー
人材センター
（奥浦地区）
奥浦地区町内会連合会
（久賀地区）
久賀島まちづくり協議会
（奈留地区）

パトロール回数
R4年度　222回
R5年度　255回
R6年度　257回

こども未来課 結婚支援センター運営事業
福祉保健センター内「結婚支援センター」において、縁
結び隊が相談に応じる。令和8年度から縁結び隊のサ
ポートなどを行う婚活サポーターを募集する。

独身男女

延べ利用者数
R4年度　57名（実人数：男18名、女8名）
R5年度　46名（実人数：男11名、女5名）
R6年度　108名（実人数：男15名、女18名）

文化観光課 観光案内業務委託料

五島市の玄関口となる福江港ターミナルビル・奈留港
ターミナルビル・五島つばき空港ターミナルビル内にお
いて、観光客への観光案内及び情報提供を行う。また、
観光窓口の一元化を図り、観光客など利用者の利便性の
向上を図る。

観光客

観光客案内件数
・福江港ターミナル
　R4年度　15,481件
　R5年度　16,534件
　R6年度　22,929件
・五島つばき空港
　R4年度　3,148件
　R5年度　9,439件
　R6年度　10,139件
・奈留港ターミナル
　R4年度　3,265件
　R5年度　2,830件
　R6年度　2,442件

文化観光課
五島市宿泊施設連絡協議会負担
金

観光による交流人口拡大及び地域振興を図るため、市内
宿泊施設間の連絡調整による受け入れ体制の整備並びに
誘客活動の推進を図る。

宿泊事業者
市が宿泊関連の施策をする際の協議窓口となる。
市内宿泊施設間の連絡調整

文化観光課 市観光協会運営費補助金

一般社団法人五島市観光協会及び一般社団法人五島さん
ごの町富江観光協会に対し、五島市のＰＲと営業活動を
行いながら、イベントの実施など交流人口の拡大につな
げるため、運営費の補助を行う。
＜交付基準＞
【五島市観光協会】観光誘致費（営業展開費、宣伝印刷
費、大型客船受入費など）対象経費の2/3以内
【五島さんごの町富江観光協会】観光誘致費（宣伝費、
観光地整備費など）対象経費の2割以内

五島市観光協会
五島さんごの町富江観光
協会

観光入込客数
R4年度　166,979人
R5年度　210,067人
R6年度　200,384人

教育総務課（生
涯学習推進班）

青少年健全育成地区活動費補助
金

＜目的＞
青少年を地域全体で健全に育成するため、各地区の育成
協議会の活動を支援する。
＜交付基準＞
各種体験活動費、環境浄化活動費、健全育成活動費、啓
発広報活動費、子ども会活動費、組織運営費に係る経費
で予算の範囲内。

地区青少年健全育成連絡
協議会会員他（青少年・
保護者・地域住民・教職
員）

活動地区
R4年度　10地区
R5年度　10地区
R6年度　9地区

教育総務課（生
涯学習推進班）

少年センター運営事業

青少年の安全安心確保、保護、非行事故防止や子どもの
見守り活動等を、少年センターを拠点に補導員32名と指
導員1名で年間を通して補導活動等を実践し、青少年の
健全育成を図る。

青少年
補導員32名、指導員1名
活動内容
月2回の定期補導、少年相談、環境浄化活動

勤労福祉セン
ター

勤労福祉センター管理運営事業

雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保を
図るとともに、勤労青少年の健全な育成を推進するなど
女性労働者及び勤労青少年の福祉の増進に寄与する。
（勤労福祉センター条例第2条）

女性労働者、労働者家庭
の主婦、勤労青少年及び
そのグループ等

利用者数
R4年度　11,936人
R5年度　13,037人
R6年度　13,956人

事 業 名担当課名

事 業 の 概 要

（単位：千円）

決算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

今後の
方向性

左 の 方 向 性 の 理 由

2,435 財源なし 3,109 財源なし 3,688 財源なし 見直し

議会報における広告掲載による歳入の可能性につい
て、市広報誌での広告導入の事例を踏まえ、議会報に
も同様の手法を適用できるか検討することとした。本
内容については、令和9年度予算編成時の検討事項とし
た。

101 財源なし 605 財源なし 605 財源なし 見直し

令和7年度と令和8年度の実績を踏まえ、令和9年度当初
予算における要求の必要性を検討する。令和9年度の検
討事項と位置づけ、当初予算編成時に検討結果を反映
させることとした。

5,089 財源なし 4,429 財源なし 4,429 財源なし 見直し
AIチャットボットシステムについては、費用対効果を
考慮し、実績に応じて令和9年度以降の見直し・検討を
行うこととした。

300
洋上風車夢
基金繰入金
300千円

1,000
洋上風車夢
基金繰入金
1,000千円

1,000
洋上風車夢
基金繰入金
1,000千円

見直し

EV導入が広がっていない現状を踏まえ、支援の在り方
については、より実効性が高く多様な支援策を模索す
ることが望まれる。R9年度当初予算編成時に検討する
こととした。

1,651 財源なし 1,755 財源なし 1,844 財源なし 見直し
パトロールの頻度および実施の必要性などについて、
令和9年度以降の見直し・検討を行うこととした。

84 財源なし 183
国費
90千円

1,194
国費

588千円
見直し

新規要求の婚活サポーターについては、令和8年度～令
和10年度の３年間の実績を基に、今後の継続を検討す
る。実績に基づいた婚活支援を行う必要がある。

11,059 財源なし 12,750 財源なし 13,783 財源なし 見直し

観光案内業務のうち、五島つばき空港に関する委託業
務については、委託料が増加傾向にあり財政面での負
担が大きくなっていることや、空港を訪れる観光客の
多くが明確な目的を持っていることから、観光案内の
必要性が低いと考えられる。これらの点を踏まえ、令
和9年度以降の見直し・検討を行うこととした。

200 財源なし 200 財源なし 100 財源なし 見直し
令和8年度の実績を踏まえ、協議会の在り方について見
直し・検討を行うこととした。

6,587 財源なし 6,713 財源なし 6,673 財源なし 見直し

五島さんごの町富江観光協会への補助金については、
補助金額も少額であり補助の実績を考慮しながら、補
助金の在り方について、見直し・検討を行うこととし
た。

2,287 財源なし 3,550
ふるさとづく
り基金繰入金
3,550千円

3,000
ふるさとづく
り基金繰入金
3,000千円

見直し
各地区育成会への補助を均等割、人数割にするなど
ルールを設け、補助額の設定基準について、見直しを
検討することとした。

923
県費

102千円
1,264

県費
102千円

1,240
県費

102千円
見直し

少年補導がほとんどなく、非行・事故防止活動の意義
が薄れていることから、令和9年度以降の廃止につい
て、検討することとした。

1,760
勤労福祉セン
ター使用料
262千円

2,143
勤労福祉セン
ター使用料
255千円

2,196
勤労福祉セン
ター使用料
236千円

見直し
働く婦人の家運営委員会、勤労青少年センター運営委
員会の廃止の検討や組織体制の見直しなど、令和9年度
以降の施設運営費縮小を図ることとした。

令和6年度 令和7年度 令和8年度 財政課評価



令和７年度 事業評価一覧表（その他事業－見直し）

目　的 対象者 効　果

事 業 名担当課名

事 業 の 概 要

富江支所
富江半島ブルーライン健康
ウォーク大会開催事業

サイクリングロード（富江半島ブルーライン）を市内外
にアピールし、事業実施による地域の活性化を図る。ま
た、健康づくりの一つのきっかけになることを目的とす
る。

イベント参加者

参加者数
R4年度　331人
R5年度　雨天中止
R6年度　487人

岐宿支所
魚津ヶ崎花づくり実行委員会補
助金（菜の花まつり、あじさい
まつり、コスモスまつり）

岐宿町地区住民と行政が協働で魚津ヶ崎公園の花整備を
行い、地区住民の交流親睦を深めながら地域の活性化を
図るとともに農漁商工・観光振興に寄与する。
＜交付基準＞
イベント開催経費（アトラクション謝礼、消耗品、弁
当、通信運搬費、手数料）

市民、魚津ヶ崎花づくり
実行委員会

花まつり参加者
R4年度　1,500人
R5年度　1,300人
R6年度　1,850人
R7年度　2,300人

奈留支所 奈留島地場産品消費拡大事業

奈留島の特産品（地場産品）の認知度向上と販売促進を
目的に、令和２年度から商工会を中心に「奈留島マー
ケット」を開催している。現状、地元事業者が奈留島外
に出店する機会が少ないことから、このマーケットを実
施することで地元事業者の意欲向上を図っており、地場
産品の消費拡大や地域活性化にもつながっている。

市民、産品まつり実行委
員会、奈留町漁業協同組
合、五島市商工会、奈留
町内事業所

来場者数
R4年度　900人（シティーモール）
R5年度　1,300人（ごとう農協）
R6年度　850人（長崎ココウォーク）
　　　　1,500人（ごとう農協）
出店数
R4年度　6店舗
R5年度　4店舗
R6年度　7店舗

（単位：千円）

決算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

予算額
財源及び
補助率

今後の
方向性

左 の 方 向 性 の 理 由

令和6年度 令和7年度 令和8年度 財政課評価

206 財源なし 208 財源なし 242 財源なし 見直し
受益者負担及び歳入の確保のため、令和9年度以降の参
加料について、参加者から徴収することができないか
検討することとした。

186 財源なし 364 財源なし 364 財源なし 見直し
補助金に頼らない収入の確保を図るため、出店料の改
定を検討することとした。

625 財源なし 1,000
ふるさとづく
り基金繰入金
1,000千円

1,300
ふるさとづく
り基金繰入金
1,300千円

見直し

地場産品の消費拡大を目的としているため、東京出店
での売上目標の達成状況や来場者数を見て、今後の開
催場所や実施方法の検証を行い、効果的な事業実施を
検討することとした。


